【結成集会アピール】

京丹後市・経ヶ岬への米軍専用レーダー基地の設置の撤回を求めます
私たちは本日、米軍専用レーダー基地の設置の撤回を求める京都府民の会（略称：米軍基地いらない京都府民の会）を結成しました。私たちは、米軍基地の設置に反対するとりくみを強めるものです。

日米政府は、日本で１３３番目の米軍基地を京都府北部、京丹後市の経ヶ岬に設置をしようとしています。これは、今年２月２２日の日米首脳会談で、日本にXバンドレーダーを追加配備することを合意したことから表面化しました。防衛省は、新聞報道では年内に設置をしたいとし、京丹後市長、京都府知事への説明をはじめ、地元への説明会を繰り返し行っています。しかし、この米軍基地の設置に関しては、なぜ経ヶ岬なのか、なぜ米軍専用基地なのか説明が不十分であり、かつ、安全問題などをめぐって地域住民の不安を高めています。

　防衛省は、「日本防衛に役立つ」としていますが、この米軍専用のXバンドレーダーは、米本土の核戦略にのっとったミサイル防衛のための「目」となるものです。Xバンドレーダーは、日本にとって絶対不可欠なものではまったくなく、わざわざ米軍専用レーダー基地を設置することは、この地域の軍事的リスクを高めることでしかありません。

また、防衛省は、Ｘバンドレーダーについて「安全」だと繰り返していますが、出力などの詳細を明らかにせず、住民の集落がすぐ近くに隣接することから不安が出ています。

さらに、防衛省は、地域経済に貢献できるとしていますが、地域経済が疲弊していることを逆手にお金で誘導するのはもってのほかです。

　米軍基地の設置は、地域の農漁業や住民生活への影響が危惧されています。とりわけ、水源が乏しい中で水を大量使用するとする問題、Ｘバンドレーダーの電磁波の影響問題、米軍と軍属が約１６０名配属されることによる犯罪や事件・事故などへの不安が強く出ています。さらに、京丹後の海岸線での観光資源にも影響するものです。米軍基地設置近辺には、希少野生動植物種であるハヤブサの飛来も確認されていますが、これらの、すばらしい自然環境もつぶされていきます。

私たちは、京都に米軍基地を設置することに強い危惧を抱き、その設置に反対するとともに、政府に対して、その撤回を強く求めるものです。

２０１３年５月２２日

米軍専用レーダー基地の設置の撤回を求める京都府民の会（米軍基地いらない京都府民の会）結成集会参加者一同
